
 

 

 

法学部法律学科 
 

学生の受け入れ方針（アドミッション・ポリシー） 

 

1．求める学生像 

法学部法律学科は、学士課程教育を受けるのに必要な基礎的な学力を備えている人を様々な入学制度により選

抜し、受け入れます。求める学生像は、以下の「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」、「主体性等」を有する人で、

法と国家・社会の関わりに関心を持ち、社会に生じる問題について多様な価値観を尊重しつつ合理的な解決に向け

て意欲的に学習し行動しようとする人です。 

 

(1)知識・技能 

まず、国語の基礎学力を有する学生を求めます。法律学科で法解釈の素養を身につけるためには、正確に文章を

読み解き、論理的に考えることがとりわけ重要です。次に、理数系科目の基礎学力を有する学生を求めます。法学に

必要な論理的思考力は数学などの理数系科目の学習によって培われると考えられています。また、グローバル化し

た社会の中で法的素養を身につけるには、諸外国の法制度にも関心を持たなければなりません。そのため、高等学

校における英語の教科に関する知識・技能を有する学生を求めます。さらに、今日の法制度を学ぶにあたって、歴史

的な経緯を理解することも重要であるため、日本史・世界史の知識を有することも必要です。 

 

(2)思考力・判断力・表現力 

 公正な社会の実現に努める意欲を持っており、様々な社会の諸現象や諸問題に強い関心があり、自ら調査し、事

態の背景や推移を正確に理解し、問題解決に必要な情報を収集・蓄積することのできる学生、先入観や偏見にとら

われず、多様な考え方や価値観を学習・理解するとともに、多数の解決法を比較・選択したうえで、自分の意見を決

定することのできる学生、文章や議論の中で自分の意見を積極的にかつ説得力を持って表現することのできる学生

を求めます。 

 

(3)主体性等 

 法律専門家・公務員・企業人など、将来の進路について明確な目標を持つよう模索し、主体的に学ぶことのできる

学生、多様な立場や価値観を尊重し、他者の意見や価値観の相互理解に努めようとする協働性やコミュニケーショ

ン能力を有する学生を求めます。 

 

【入学前に学習しておくことを期待する内容】 

 法律の学習には幅広い分野の基礎知識が必要です。したがって法学部法律学科への入学を希望する学生は、高

等学校における科目の教科書レベルの知識を幅広くしっかりと習得していることが大切です。特に国語や数学、英

語、歴史などの科目をしっかり学んでください。また、新聞や様々な本を読むことにより、社会科学に関する幅広い

知識を習得できるため、新聞や様々な本を読むことを強くおすすめします。 

 

2．法律学科の教育を通じて養う能力 

 法律学科の教育目標を実現するために必要な法的知識と技能を修得し、法的課題の発見及び解決に取り組み、

その成果を表現するために必要な法的思考力・判断力・表現力等の能力を持ち、多様な人々と協創して学びあう能

力を養います。 

 

 

 

広島修道大学のアドミッションポリシー 


